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Attempt of measurement of starting work motive etc.  







"Study  intention", and "Team work  intention" were specified  from the  factor analysis and  inner 
reliability was examined. The  relation  to  the  tendency characteristic  is a correlation with  four 
starting work motive factors, and a strong subconscious　ness  to "Personal  intention" shown by 








































































　・ 「計画的に業務を進め、的確にまとめる能力 “項目 5”」（機関－ 0.29, 卒業生 － 0.30,  差 0.01
ポイント）
　・ 「積極的に新しい事柄に挑戦する姿勢 “項目 2”」（機関－ 0.09, 卒業生 0.26, 差－ 0.35 ポイ
ント）
　・ 「自分の意見をわかりやすく他者に伝える能力 “項目 4”」（機関 － 0.03, 卒業生 － 0.42 差
0.39 ポイント）
（２）機関がプラスの項目（評価の高い順）
　・ 「他者の意見を理解する能力 “項目 3”」（機関 0.50, 卒業生 0.75, 差 － 0.25 ポイント）
　・ 「主体的に業務に取り組む姿勢 “項目 1”」（機関 0.40, 卒業生 0.33, 差 0.07 ポイント）
　・ 「専門知識 “項目 10”」（機関 0.26, 卒業生 0.06, 差 0.20 ポイント）



































































































































もない”を 3点、 “あまりあてはまらない”を 2点、 “あてはまらない”を 1点の得点化した。
　全項目 40 項目をもとに、重みなし最小二乗法・Promax 回転による因子分析を行った。固有
値の変化は 6.16、4.61、2.30、1.77…という結果となり、4因子構造が妥当と考えられた。再度
因子分析を実施し、その結果十分な因子負荷量を示さなかった項目５を除外し、続いて因子分
析を実施した。Promax 回転後の最終的な因子パターンを表１に示した。なお、回転前の 4 因
子で 27 項目の全分散を説明する割合は 53.01% であった。























表１　就業動機尺度の因子分析結果 (Promax 回転後の因子パターン )








 8 仕事に活かせることなら何でも学ぶつもりだ .55
33 日常生活の中で、仕事に役立つことは何でも吸収していきたい .48 
 9 収入を得るためではなく働くこと自体を楽しみたい .39
36 職場では高い役職に就きたい .87 -.38
24 世間で名前の通った企業や団体に就職したい .73 -.32
15 地位や名誉をもたらす職業に就きたい .72
13 何か価値ある業績をあげようと考えている .66
32 周りから賞賛されるような仕事をしたい .64 
 7 人より優れた仕事をすることが重要だ -.30 .57
11 昇格や昇進の機会がある仕事を得ることは重要だ .56 .39
35 職場ではムードメーカーになりたい .45




30 努力や能力を必要とする仕事がしたい .31 .47
25 将来就こうと考えている職業に関する情報には興味がある .41
19 仕事そのものでなく職場の人間関係に興味がある .72 
 6 個人の努力が重視される仕事でなく集団の努力が重視される仕事がしたい .64
31 職場では周りの人々との調和が何よりも大切だ .50 .54
39 仕事に就くのは人との接触を持っていたいからだ .41
因子寄与 5.64 4.13 1.77 1.30
因子寄与率 20.16 14.76 6.34 4.62


















p < .01 ; .32, p < .05 ; .31, p < .05 ; .31, p < .05）を示しており、人との関係については、粘り強く、
活動的に、社会の規律を尊重しながら着実に築いていきたいという傾向がうかがえる。攻撃性





p < .01 ;  .54 , p < .01）がみられた。このことからは、周囲に対する自己認識の求めとともに、
積極的な社会活動を通じて自己実現を図るという強い意欲を示唆している。また、進取性と共





Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ対人志向 1.00
Ⅱ上昇志向  -.12 1.00
Ⅲ学習志向 .48** .03 1.00
Ⅳチームワーク志向 .25* .30* .12 1.00














ない” 3 点、 “ほとんどつきたくない” 2 点、 “全然つきたくない” 1 点の 6段階の得点化を行い、
全 37 項目に対して、重みなし最小二乗法・Promax 回転による因子分析を行った。固有値の変
化をもとに 5因子構造が妥当と考えられ再度因子分析を実施し、その過程で十分な負荷量を示
さなかった 7項目６を除外して因子分析を継続して行い、その結果を表４に示した。なお回転









対人志向 上昇志向 学習志向 チームワーク志向
社会的外向性  .32*  .54**  .14 .35**
神経質 -.31* -.04 -.13 .16
劣等感 -.26 -.10 -.19 .11
自己顕示性  .06  .58**  .01 .30*
攻撃性 -.44**  .32* -.18 .01
持久性  .59**  .09  .45** .04
活動性  .31*  .55**  .18 .25
進取性  .22  .39**  .06 .04
抑うつ性 -.26 -.05 -.25 .19
共感性  .39**  .38**  .11 .29*
非協調性 -.50**  .23 -.18 .11
規律性  .31*  .27*  .19 .16*





















18 いろいろな人間を支援することにつながるような職業 .53 .32
34 「世の中になくてはならない」と感じられる職業 .51
16 資格を持つ人間だけが仕事をすることを許される職業 .48 .40
21 一部の人間だけでなく社会全体のためにもなるような職業 .42
20 時代の変化とともに消えていくようなことのない職業 .35
 2 仲間どうしで助け合いながら仕事をする職業 .84 -.38 -.38




33 仕事を通じて、 自分だけでなく社会にもメリットをもたらすことのできる職業 .45
 5 仲間の力をあてにせず自分の力だけで仕事をするような職業 .80 .39 .39
35 世間が何を求めているのかを気にせずに、 自分の専門だけに取り組むことのできる職業 .64
 4 同じ仕事をしている人間どうしで話しをするようなことがあまりない職業 .58
15 知識や技術よりも運や勘を頼りに仕事を進めていくタイプの職業 .52
 7 「社会的な地位が高い」と感じられる職業 .46
29 「自分はこの仕事を任されている」と感じられる職業 .39
11 仕事の目標は自分で立てていくタイプの職業 .78
 8 自分のやり方は自分で考えていくタイプの職業 -.31 .77
26 自分の考えで仕事を工夫していくタイプの職業 .62
 1 自分の判断によって仕事を進める様な職業 .49 .30
 6 「この仕事をすることが世の中のためになっている」と感じられる職業 .67
10 世間の人々から尊敬されるような職業 .67
36 法律や規則などによって身分が明確になっている職業 .35 -.32 .54
 3 専門家として一般の人間にアドバイスできる職業 .51
25 世間の人々から「先生」と呼ばれるような職業 -.37 .50
因子寄与 6.64 3.24 2.58 1.70 1.38

































対人志向 上昇志向 学習志向 チームワーク志向
学習成果発揮型  .26*  .12  .59** -.02
仲間意識尊重型  .60**  .19  .42**  .38**
プライド重視型 -.17  .57**  .07  .27*
自己完結型  .11  .08  .35**  .34**
専門性重視型 -.19  .48**  .19 -.03*
*p <.05　** p <.01
― 64 ―
な負荷量を示さなかった 3項目７を除外して因子分析を継続して行い、その結果を表６に示し
た。なお回転前 5因子で 30 項目の全分散を説明する割合は 60.12 % であった。　
　第 1 因子は 12 項目で構成されており「出世すること（項目 7）」「高いレベルの生活をする
こと（項目 25）」「昇進できること（項目 8）」「高い収入を得ること（項目 26）」「自分の仕事
によって、高い評価を受けること（項目 34）」など、職業を通じて将来、自己の目標を達成し
たいという項目が高い負荷量を示した。このことから「自己実現」因子と命名した。
　第 2因子は 9項目から構成されており「自分の能力が生かせる仕事をすること（項目 2）」「自
分の持っているあらゆる技能や知識を使うこと（項目 1）」「何かをやりとげたという感じを持
表 6　就職先期待値尺度の因子分析結果
項　　　目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
7 出世すること .87
25 高いレベルの生活をすること .84




 9 若くして高い地位につくこと .75
36 仕事の成果を、人々に認めてもらうこと .69
35 他の人々から、特別な人物として一目おかれること .69 .36
17 人々に何かをさせるような権威を持つこと .69  -.45
11 自分の仕事が評価されること .53 .48
 5 自分が本当に得意なことをすること .45 .42
 2 自分の能力が生かせる仕事をすること .85
 1 自分の持っているあらゆる技能や知識を使うこと .79
 6 何かをやりとげたという感じを持つこと .31 .73
28 人間として成長すること .66
14 世の中を、もっと良いものに変えていくような仕事をすること .56 .45
 4 高いレベルの仕事をすること .37 .53 .36
10 仕事のすばらしさに、喜びを見出すこと .52 .42







16 他の人々がついてくるような決定をすること .36 .64
45 様々なやり方で、仕事ができること .58
37 冒険心をくすぐられるようなことをやってみること .56 .44
18 人々に何かを教えること .49
19 自分自身の責任において行動すること .32 .40 .34
33 仕事において、身体を使った努力をすること .72
31 体を使って仕事をすること .72
38 自分の仕事に、何らかの冒険や危険が伴うことを感じること .44 .68
32 多くの時間、野外に出ていること -.34 .66
39 リスクを感じながら仕事をすること .63
 3 新しい技能や知識を身に付けること .52 .52
44 仕事をしながら、あちこち動き回ること -.33 .44 .37
42 仕事を通じて、友達を得ること .81
43 毎日、変化のある暮らしをすること .65
41 仕事をにおいて、様々な人々とつきあうこと .34 .58
12 仕事を通じて、人生をすばらしいものにすること .40 .45
30 仕事に満足感を持つこと .40 .44
29 自分の内面的な生活を豊かにすること .41 .44
40 他の人々と一緒に仕事をすること -.32 -.38. -.38.
因子寄与 11.06 6.70 4.15 2.65 2.31
































対人志向 上昇志向 学習志向 チームワーク志向
自己実現 -.26**  .76**  .05  .01
自己成功  .36  .14  .55** -.05
自己挑戦  .26  .19  .22 -.13**
自己行動  .22  .15 -.07  .13
自己発展  .46*  .16  .24  .48**
R2  .35**  .66**  .33**  .45**

























対人志向 上昇志向 学習志向 チームワーク志向
男子 n=18
自己実現 -.04  .89**  .38  .49
自己成功  .48  .31  .70** -.12
自己挑戦  .68**  .24  .42 -.11
自己行動  .09  .05 -.09  .19
自己発展  .19  .49  .19  .30
女子 n=48     
自己実現 -.36*  .70** -.17 -.16
自己成功  .31* -.02  .46**  .05
自己行動   .25  .25  -.04  .24
自己発展   .55** -.02   .27   .47**













































































































































1 話し好きである 66 陽気である
2 人からリーダーとして認められたい 67 他人の行動をてきぱきと指図できる
3 相手の気持ちになって考えるようにしている 68 人のために自分が犠牲になるのはいやだ
4 平凡に暮らすより何か変わったことがしたい 69 これまでにないかわった映画を作成してみたい
5 すぐに飽きてしまうほうだ 70 将来のためならどんな辛さにも耐えられる
6 旅行の計画は細かく立てる 71 文字は丁寧に書くほうだ
7 どんな人にも軽蔑の気持ちを持ったことがない 72 どんな時でも嘘をついたことがない
8 注目の的になりたい 73 コンクールで入賞したい
9 好き嫌いが激しい 74 意見が合わないと、 相手を批判したくなる
10 なるべく人に会わないでいたいと思う 75 親切な人でも心の中ではいやいややっていると思う
11 多くの点で人にひけめを感じる 76 グループで何かを決める時は、 誰か他の人の意見に従う
12 心配性である 77 あまり物事にはこだわらないほうだ
13 じっと静かにしているのが好きだ 78 すぐに元気がなくなる
14 人と広く付き合うほうだ 79 初対面の人には自分の方から話しかける
15 友達よりもてきぱきと仕事ができる 80 いつもやる気がある
16 物事に敏感である 81 他人の世話をするのが好きだ
17 古いものを改造するのが好きだ 82 ふつうの人にできないような問題を解いてみたい
18 やりかけたことは最善をつくす 83 決めたことは何が何でもやりぬく
19 机の上や仕事場はいつも整頓してある 84 手紙はきちんと整理する
20 人から非難されても全然気にならない 85 無礼な人には無愛想に接してしまう
21 人前で自分の経験を話すのが好きだ 86 有名人と近づきになりたい
22 人にとやかく言われると、 必ず言い返す 87 失礼なことをされると黙っていない
23 たいていの人は同情を得るために、 自分の不幸を大げさに話す 88 嫌いな人と一緒に仕事をすることはできない
24 私には人に自慢できることがある 89 何かを決める時自分ひとりではなかなか決められない
25 ちょっとしたことが気になる 90 心配事があって夜眠れないことがある
26 憂鬱になることが多い 91 わけもなく不安になることがある
27 無口である 92 よく人から相談を持ちかけられる
28 頭脳労働より体を動かすことが好きだ 93 思い立ったらすぐに実行する
29 困っている人をみるとむ、 すぐに助けてあげたくなる 94 人のことより自分ことについて考えるのが好きだ
30 いろいろなものを発明してみたい 95 新しいことには、 すぐに飛びつく
31 こつこつやるほうだ 96 長時間でも同じ仕事を続けられる
32 物事は順序よく行う 97 何かをする時は必ず計画を立てる
33 約束の時間に遅れたことはない 98 どんな辛いことがあってもむいやになったことはない
34 服装は他の人と違うように工夫している 99 人が自分を認めてくれないと不満だ
35 他人には寛大なほうだ 100 短気である
36 自分さえよければいいと思う 101 人と協力して何かをするのは苦手だ
37 意見ははっきりと述べるほうだ 102 自分はつまらない人間だ
38 物事を難しく考えるほうだ 103 いやなことはすぐに忘れるほうだ
39 自分勝手に思い込むことが多い 104 体がだるく感じることがある
40 自分はわりと人気者だ 105 話題には事欠かないほうだ
41 何事にも積極的に取り組む 106 何かと先頭に立って働くほうだ
42 他人の苦しみがよくわかる 107 人のためにつくすのが好きだ
43 どんなことでも試してみたい 108 いつも何か刺激的なことを求めるほうだ
44 面倒な作業でも投げ出さずにやれる 109 ねばり強くあきらめないほうだ
45 生活を規則正しくするようにいつも心がけている 110 書棚の本はいつも決まった位置に置かれている
46 他人に自分を良く見せたい 111 人の悪口を言いたくなることがある
47 劇をするとしたら主役になりたい 112 自分のことが話題にされるのは好きだ
48 馬鹿にされたら、 その仕返しをしたいと思う 113 人に八つ当たりすることがよくある
49 親友でも本当に信用することはできない 114 人は皆、 利欲のために働いていると思う
50 自信を持っている 115 自分の考えは何かまちがっている気がする
51 神経質である 116 気疲れしやすい
52 会話の最中にふと思い込むくせがある 117 すぐにふさぎ込んでしまう
53 生き生きしていると人に言われる 118 誰とでも気さくに話せる
54 動作はきびきびしている 119 じっとすわっているのは苦手である
55 頼まれ事は断り切れない 120 気の毒な人をみると、 すぐに同情するほうだ
56 他人の思いもつかないようなことをすることに喜びを感じる 121 新しいアイデアを考えるのが好きだ
57 やりかけた仕事は一生懸命最後までやる 122 困難な問題であれば、 ますます挑戦の意欲がわく
58 きちんとした文章を書く 123 食事は決まった時間にとる
59 知っている人の中でどうしても好きになれない人がいる 124 いやな相手が成功すると、 素直に喜べない
60 何につけても人より目立ちたい 125 ちやほやされるのが好きだ
61 すぐに興奮してしまう 126 自分に都合が悪くなると、 相手を責めたくなる
62 友人は蔭で私の悪口を言っていると思う 127 世の中の人は人のことなどかまわないと思う
63 困難にあうと、 うろたえてしまう 28 人の言いなりになってしまうむことがよくある
64 他人の言動をいちいち考える傾向がある 129 失敗するといつまでもくよくよ考える














































































10 ・ 仕事のすばらしさに、 喜びを見出すこと。
11 ・ 自分の仕事が評価されること。
12 ・ 仕事を通じて、 人生をすばらしいものにすること。
13 ・ 困っている人々を助けること。
14 ・ 世の中を、 もっと良いものに変えていくような仕事をすること。





20 ・ 自分なりのやり方で、 自由に仕事を進めること。
21 ・ 自分の思い通りに行動できること。










32 ・ 多くの時間、 野外に出ていること。
33 ・ 仕事において、 身体を使った努力をすること。
34 ・ 自分の仕事によって、 高い評価を受けること。
35 ・ 他の人々から、 特別な人物として一目おかれること。
36 ・ 仕事の成果を、 人々かに認めてもらうこと。
37 ・ 冒険心をくすぐられるようなことをやってみること。
38 ・ 自分の仕事に、 何らかの冒険や危険が伴うことを感じること。
39 ・ リスクを感じながら仕事をすること。
40 ・ 他の人々と一緒に仕事をすること。
41 ・ 仕事において、 様々な人々とつきあうこと。
42 ・ 仕事を通じて、 友達を得ること。
43 ・ 毎日、 変化のある暮らしをすること。
44 ・ 仕事をしながら、 あちこち動き回ること。







１　学外に対するアンケート調査は 2013 年 3 月に、全国社会福祉関係団体 3,293 件（回収 386








３　平成 24 年 56.2%（学部・短大への進学率、過年度進学者を含む）文部科学省「学校基本調査」
４　平成 24 年 12 月厚生労働省調査。
５　除外項目 1、2、3、4、5、14、16、17、18、20、21、38、40 の 13 項目。
６　除外項目 9、12、14、19、22、23、28 の 7 項目。
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